
研究概要、研究成果等

環境政策等への貢献
海洋環境中の微小プラスチック粒子の分布状況を定量的かつ高精度に把握する実用的手法として

二スキンボトル採水法を活用することは、今後の環境モニタリング政策における基盤技術となるこ
とが期待される。海洋プラスチック問題に対する政策立案・リスク評価における実効性向上に資す
るものである。
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海洋に存在するマイクロ・ナノプラスチック（MP・NP）の物理化学的特性を正確に把握し、現在

の海、そして近未来に起こりうる濃度と質が海洋生物に与える影響を検討することにより、優先

的に流出抑制対策すべきプラスチックの形状・材質等を特定し、合理的な施策立案に貢献するこ

とである。この目標を達成するために、日本近海に分布するマイクロ・ナノプラスチック（MP・

NP）の物理化学的特性を正確に把握し、現在と近未来の予測される海況を完全再現、これらの条

件下でMP・NPが海洋生物に与える影響を調べた。

本研究では、設定した3つのサブ

テーマを通じて、海洋に分布するマイ

クロプラスチック（MP）およびナノプ

ラスチック（NP）の性質、密度、水深

ごとの分布パターンの特徴を明らかに

することができた。得られた知見をも

とに、実際の海洋中の粒子に類似した

MP・NPを大量に作製し、それらを用い

た生物試験を実施することで、海洋環

境下におけるMP・NPの生物への影響を、

より実態に即して評価することが可能

となった。動物プランクトンへの直接

投与試験では、特に粒子のサイズが影

響の程度に大きく関与することが明確

となった。また、プラスチック添加剤

の影響についても検討を行い、有意な

知見を得ることができた。さらに、食

物連鎖を介したMP・NPの影響について

も検討を進め、粒子のサイズおよび摂

取経路の違いによる生物への影響を比

較分析するに至った。
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